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～講評～ 

大問１の無機化学に関する問題は知識として知っていればそれ程難しくないものの、知らない人にはかなり厳し

かったのではないかと思われます。 

大問 2 は指示薬の変色域の問題で、問題集にも出てくる典型的なものでしたので、見たことがある人にとっては

比較的簡単だったのではないでしょうか。 

大問３は結晶格子の計算と Al の溶融塩電解の問題で、三乗根が出てきて戸惑う人もいたかもしれませんが、問題

としては標準的なものでした。 

大問４・５が有機化学でしたが、よく読めばほぼ完答できる問題だったと思います。ナイロン 66 の合成でヘキサ

メチレンジアミンとアジピン酸ジクロリドを、溶解する溶媒にそれぞれ何を使ってどちらが上層になるのかは、知

識として持っておかないと解けなかったかも知れません。 

 

大問５題と例年通りで、解答方法も選択式が大部分で記述式も一部見られる出題形式でした。全体的には計算も

それ程難しくなく、ほぼ選択肢のある問題だったので、しっかりと合わせておきたい問題が多かったと思います。

75％～80％は取っておかないと厳しいのではないかと思います。 

 


